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台
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１１

環境と福祉の町づくり情報誌 

SHIWA  TOWN  SINCE  1955 【No.605】 

◎
ミ
ニ
特
集

夏
の
地
産
地
消

分
と
く
山
・
総
料
理
長
の
野
崎

洋
光
さ
ん
を
迎
え
て
、
夏
の
素

材
を
使
っ
た
調
理
講
習
会
が
開

催
。合
わ
せ
て
「
環
境
探
検
隊
」

の
様
子
も
紹
介
。

◎
ミ
ニ
特
集

み
ん
な
で
考
え
よ
う

市
町
村
合
併 　
2
vol.

新
農
業
委
員
の

　
　
　
　
  
紹
介

◎
情
報
掲
示
板

野
村
胡
堂
生
誕
百
二
十
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

紫
波
町
I
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

中
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
お
知
ら
せ

リ
ン
ゴ
の
酒「
果
音
の
彩
」発
売

《
特
集
》
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今月の目次＆ポイント
特集

猛威ふるった
    7.11 台風６号 ３
　　■ポイント ７月１１日に町に大雨をもたら
した台風６号の状況を現在まとめ
られている範囲でお伝えします。

野村胡堂生誕１２０周年記念
　　　　　　　　　イベント ７
　　■ポイント 胡堂の生誕１２０周年記念イベ

ントが９月７日のオープニング記
念イベントを皮切りに始まります。

みんなで考えよう 市町村合併 ８
　　■ポイント ６月号に続く２回目は、人口

の推移を中心に長期的な展望から
合併について取りあげました。

新農業委員の紹介 １１
　　■ポイント 新たに決まった２６人の農業委

員と新体制をお知らせします。

第３１回紫波夏まつり １４
　　■ポイント 装いも新たに行われた８月４

日の夏まつりを紹介します。

夏の地産地消 １６
　　■ポイント 分とく山総料理長の野崎洋光

さんが作る「夏の地産地消」講演
会を写真でご覧ください。

まちの話題 １８

情報掲示板 ２１

産直・自慢の品拝見 ２４

〈
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

７
・　
　

台
風
６
号
大
雨
災
害
に
思
う

１１

　

「
わ
ざ
わ
い
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
―
―
ま

さ
に
そ
の
言
葉
ど
お
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　

季
節
は
ず
れ
の
六
号
台
風
と
梅
雨
前
線
が
重
な
り
、

予
想
を
超
え
る
大
雨
が
当
地
方
を
襲
い
、
戦
後
三
番

目
の
雨
量
と
な
り
ま
し
た
。
被
害
を
う
け
た
方
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
一
日
も
早
く
復
旧
す
べ

く
、
全
力
で
関
係
課
、
業
者
一
体
と
な
っ
て
作
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
ご
理
解

を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
町
は
、
市
街
地
の
都
市
計
画
整
備
と
農
村
部
の

農
地
基
盤
整
備
が
進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台

風
と
梅
雨
前
線
が
合
体
し
た
集
中
豪
雨
が
過
去
の
経

験
か
ら
は
想
定
を
上
回
る
も
の
と
な
り
、
今
回
の
大
災

害
を
招
き
ま
し
た
。
復
旧
整
備
は
、
す
で
に
終
了
し
た

所
も
あ
り
ま
す
が
、
国
、
県
に
改
良
ま
た
は
、
築
堤
な

ど
強
く
要
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
早
急
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町
を
目
指
し
て
種
々
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
災
害
対
策
に
つ
き

ま
し
て
も
行
政
の
力
だ
け
で
は
成
し
得
な
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
災
害
で
得
た
教
訓
を
町
の
防
災
計
画
、

災
害
対
策
に
生
か
し
て
い
く
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
意

見
と
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
域
の
安
全
に
つ
い
て
住
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
藤
原　

孝
）

　

※
八
月
七
日
、
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
台
風
六
号

被
害
の
応
急
対
策
補
正
予
算
二
億
千
三
百
万
円

余
り
を
可
決
し
ま
し
た
。

町

関

係

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア

ド

レ

ス

【メールアドレス】info@town.shiwa.iwate.jphttp://www.town.shiwa.iwate.jp【紫　　   波   　　町】
【メールアドレス】siwakyoi@rnac.ne.jphttp://www.rnac.ne.jp/̃siwakyoi/ 【教   育    委   員   会】

http://www.rnac.ne.jp/̃siwakyoi/kodomo/【こどもネット・しわ】
http://www.shiwacho.ed.jp/【紫 波  図 書 ネ ッ ト】

町
産
リ
ン
ゴ
一
〇
〇
％

オ
リ
ジ
ナ
ル
酵
母
使
用

新
発
売

果
音
の
彩

　

町
内
産
リ
ン
ゴ
を
一
〇
〇

％
使
用
し
た
リ
ン
ゴ
酒
「
果
音

の
彩
」
が
、
今
年
は
町
内
で
採

取
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
酵
母
に

よ
っ
て
お
い
し
く
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。す
っ
き
り
と
し
た

味
わ
い
の
フ
ジ
と
、
コ
ク
の
あ
る

甘
味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
の
二
種
類
の
リ

ン
ゴ
酒
。町
内
産
キ
ャ
ン
ベ
ル
と

デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
ワ
イ
ン
「
果
音
の

滴
」
と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

●
道
の
駅
紫
波
の
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
交
流
館
（
赤
沢
）
な
ど

で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

か　
   
の
ん

い
ろ
ど
り
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台
風
六
号
は
、
七
月
十
一
日
に
房
総

半
島
に
上
陸
し
た
後
、
東
北
地
方
の
太
平

洋
沿
岸
を
北
上
し
て
十
一
日
午
後
一
時

ご
ろ
に
は
三
陸
沖
に
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
台
風
の
北
上
に
よ
り
、
停
滞
し
て

い
た
梅
雨
前
線
が
活
発
化
し
て
、
九
日
午

後
九
時
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、
十
日
昼

過
ぎ
か
ら
十
一
日
の
朝
に
か
け
大
雨
。

　

そ
の
被
害
は
甚
大
で　

県
は
七
月
末

現
在
の
被
害
額
が
五
百
六
十
五
億
円
に

上
る
と
発
表
し
ま
し
た
。農
林
業
や
土
木

施
設
を
中
心
に
被
害
が
広
が
っ
て
お
り
、

金
額
は
さ
ら
に
増
え
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
町
内
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
っ
た
今
回
の

台
風
六
号
に
つ
い
て
振
り

返
り
ま
す
。

隠岐諸島 

12日0時 980ヘクトパスカル  

11日21時 980ヘクトパスカル  

11日18時 980ヘクトパスカル  

11日15時 980ヘクトパスカル  

11日12時 980ヘクトパスカル  

11日9時 975ヘクトパスカル  

11日6時 975ヘクトパスカル  

11日3時 970ヘクトパスカル  

11日0時 970ヘクトパスカル  

10日21時 970ヘクトパスカル  

10日18時 
 965ヘクトパスカル  

10日15時 965ヘクトパスカル  

10日12時 965ヘクトパスカル  

太平洋 

25ºN

盛岡市 
194ミリ 

宮古市 
230ミリ 

北上市 
193ミリ 

一関市 
223ミリ 

釜石市 
376ミリ 

江刺市 
197ミリ 

二戸市 
155ミリ 

玉山村 
181ミリ 

紫波町 
177ミリ 

衣川村 
219ミリ 

室根村 
225ミリ 

住田町 
247ミリ 

大槌町 
238ミリ 

山田町 
280ミリ 

県内の主な市町村のアメダス雨量 
（9日21時～11日15時　盛岡地方気象台　7月11日15時50分発表） 

■は過去数年間で土砂災害の危険性が最も高い地域 

猛威ふるった
7.11 
台風 6号

《特　集》
AM9:15
避難勧告発令
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時　

分  
大
雨
・
洪
水
警
報
発
表

１７

２５

　

盛
岡
地
方
気
象
台
は
十
日
十
七
時
二
十
五
分
、

県
内
に
大
雨
洪
水
警
報
を
出
し
、
県
は
災
害
警
戒

本
部
を
設
置
、
町
で
も
消
防
署
、
消
防
団
と
と
も

に
町
内
の
主
な
河
川
を
中
心
に
夜
間
巡
視
に
あ

た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
前
三
時
す
ぎ
、
古
館
の
才
智
川
で
橋
の
床
板

に
水
が
触
れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
の
を
皮
切
り

に
、
水
田
、
道
路
の
冠
水
、
明
け
方
に
は
家
屋
浸

水
の
情
報
も
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。中
新

田
立
体
ほ
か
町
内
五
カ
所
の
鉄
道
と
道
路
の
立
体

交
差
は
次
々
と
浸
水
し
通
行
止
め
の
措
置
が
執
ら

れ
、
佐
比
内
地
区
で
は
配
水
管
の
流
失
に
よ
り
百

八
十
世
帯
が
断
水
し
ま
し
た
。町
が
設
置
し
た
災

害
対
策
本
部
に
は
水
路
氾
ら
ん
や
道
路
決
壊
の
知

ら
せ
、
土
の
う
の
要
請
な
ど
ひ
っ
き
り
な
し
の
通
報

が
は
い
り
、
対
応
が
追
い
つ
か
な
い
状
態
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

一
時
避
難
始
ま
る

　

大
雨
は
住
民
の
生
活
と
人
命
に
も
大
き
な
恐
怖

を
与
え
ま
し
た
。北
上
川
の
水
位
が
警
戒
水
位
を

超
え
、
町
内
の
河
川
か
ら
の
放
流
が
困
難
と
な
り
、

行
き
場
を
失
っ
た
水
は
土
手
を
越
え
、
家
屋
へ
と
侵

入
し
て
い
き
ま
し
た
。桜
町
上
川
原
・
下
川
原
、
二

日
町
田
中
前
、
南
日
詰
廿
木
地
区
な
ど
百
十
五

世
帯
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、
お
年
寄
り
や
女

性
が
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
救
出
さ
れ
る
場
所
も
出
て
き

ま
し
た
。近
く
の
公
民
館
が
避
難
所
と
し
て
開
放

さ
れ
百
四
十
三
人
が
一
時
避
難
し
、
六
十
七
人
が

避
難
所
で
眠
れ
ぬ
一
夜
を
明
か
し
た
の
で
す
。幸
い

な
こ
と
に
今
回
の
災
害
で
重
傷
者
は
報
告
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
精
神
的
苦
痛
や
災
害
復
旧
の
た
め
の

苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

12日 

11日 

長岡周辺　大きな被害の報告はありませんでした
が、長岡河川グランドは水没、北上川と天王川の合流
地点にある揚水機場にも濁流がせまっていました。

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線 

Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線 

岩
崎
川 

佐
比
内
川 

北
上
川 

犬淵 

北日詰 

南日詰 

日 詰 遠山 星山 

二
日
町 

平沢 

陣ヶ岡 

中島 

二日町 

犬
吠
森 

西長岡 

栃内 

北沢 江柄 

山屋 

紫野 船久保 

赤沢 

大巻 

北田 
草刈 

彦部 佐比内 

東長岡 長 岡 

大巻 

桜町 
396

456

4

25

25

46

12日 

11日 赤
沢
周
辺　

す
で
に
赤
沢
川
上
流
で

道
路
付
近
ま
で
増
水
。下
流
に
行
く
に
つ

れ
、
よ
り
水
量
を
増
し
て
各
地
を
浸
水

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

星
山
周
辺　

星
山
小
学
校
（
下
写
真
）
は
床
下
浸
水

だ
け
で
な
く
、
プ
ー
ル
ポ
ン
プ
も
水
没
。近
く
の
交
差

点（
上
写
真
）も
冠
水
し
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
車

が
往
来
し
て
い
ま
し
た
。
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山
道
で
は
雨
で
緩
ん
だ
地
盤
が
土
砂
崩
れ
と
な

り
、
南
日
詰
の
廿
木
地
内
で
は
激
流
が
県
道
法
面

の
土
砂
を
全
て
流
し
去
っ
て
し
ま
い
、
水
が
退
い
た

跡
は
崩
落
個
所
が
洞
穴
の
よ
う
に
え
ぐ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。ス
タ
ン
ド
で
囲
ま
れ
た
野
球
場
や
陸
上
競

技
場
は
、
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
水
が
た
ま
り
、
町
の
中

心
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
商
店
街
の
商
品
も
水

を
か
ぶ
る
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　◆目に見える被害だけでなく、細かい部分に
ついても町で掌握してほしい。（赤石）

　◆廿木パイロット事業の用水路が土砂で埋
まっているので早急に復旧してほしい。（赤
石）

　◆排水路の確保やゴミの除去をこまめに監視
する必要がある。（赤石）

　◆浸水個所の消毒が必要だが、自分たちで
できる部分は協力してやっていきたいので、
その指導もしてほしい。（赤石）

　◆ダムの放水状況を含めてもっと情報が早い
と、避難や事前の対策ができる。広報車の
放送も確実に各戸に届くように。（日詰）

　◆現地に災害対策本部の職員を配置し、本部

との連絡がすぐにとれるような体制が必要。
（日詰）

　◆この災害を教訓に町内会で援助、協力でき
る体制を見直していきたい。（日詰）

　◆復旧については多くの人の協力で行われた
が、町の初動体制が悪かった。総合的な災
害対策の見直しが必要（日詰）

　◆農業用と生活用の水路が入り組んでいる。
水系を把握し管理体制を確立していく必要
がある。（古館）

　◆町全体の防災計画を住民と協議しながら見
直す必要がある。（古館）

　◆この辺は子どもが多いので水路の安全整
備をしてほしい。（古館）

台風６号被災者緊急座談会で寄せられたご意見
　町では７月１５日に「台風６号被災者緊急座談会」を開きました。赤石、日詰、古
館の３会場で２３８人の町民が集まり、災害・防災に対する声が寄せられました。その
中の一部を掲載します。

11日 

12日 
桜
町
周
辺　

写
真
上
か
ら
盛
岡
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ナ
ッ
ク
ス
、
総
合

運
動
公
園
の
様
子
。写
真
左
下
と
真
下
の
写
真
桜
町
下
川
原
旧
紫
波
橋
通
り
は
、

過
去
に
も
何
度
か
浸
水
の
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
が
、
堤
防
完
成
以
後
で
こ
れ
ほ
ど

ま
で
の
水
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
日
町
周
辺　

二
日
町
の
新

興
住
宅
地
に
も
濁
流
が
。写
真
の

と
お
り
、
公
園
か
ら
住
宅
ま
で
す

べ
て
が
水
に
浸
か
る
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

東
北
自
動
車
道 

紫波IC

滝名川 

砂子
沢 

沢内川 
座頭滝 

上松本 

南伝法寺 

升沢 

土館 

片寄 

稲藤 

小屋敷 

上平沢 

吉水 
宮手 

下松本 

13

南日詰周辺　家屋の被害のほか、道
路、水路、農業施設にも大きな被害があ
りました。下写真は下東ノ坊、右写真は廿
木の様子です。

11日 

12日 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
し
復
旧

　

台
風
六
号
が
太
平
洋
に
抜
け
、
十
二
日
早
朝
か

ら
は
復
旧
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。た
っ
ぷ
り
水

を
す
い
持
ち
上
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
畳
、
水
で
浮
き

上
が
っ
て
倒
れ
た
タ
ン
ス
や
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な
ど
無
惨

な
状
態
で
し
た
が
、
多
く
の
手
伝
い
や
励
ま
し
を

受
け
、
汚
れ
た
床
を
水
で
洗
い
流
す
な
ど
の
作
業

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。同
時
に
町
か
ら
は
保
健
師

と
防
疫
隊
が
派
遣
さ
れ
、
被
災
し
た
皆
さ
ん
の
心

身
の
ケ
ア
と
家
屋
や
庭
回
り
の
消
毒
作
業
に
あ
た

り
ま
し
た
。ま
た
町
内
会
や
住
宅
関
係
の
事
業
所

が
素
早
い
対
応
で
復
旧
作
業
に
協
力
し
、
総
合
体

育
館
を
は
じ
め
、
町
の
施
設
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
三
十
七
人
の
応
援
の
手
が
さ
し
の
べ
ら

れ
ま
し
た
。使
用
不
能
と
な
っ
た
家
財
道
具
や
流
木

の
収
集
処
理
に
は
個
人
の
ト
ラ
ッ
ク
も
借
り
出
さ

れ
ま
し
た
が
一
週
間
以
上
も
か
か
る
状
態
で
し
た
。

課
題
と
爪
跡
を
残
し
…　

　

今
回
は
降
り
始
め
か
ら
の
町
の
総
雨
量
が
一
七

七
ミ
リ
、
北
上
川
の
水
位
は
最
大
四
・
七
三
メ
ー
ト

ル
で
、
昭
和
三
十
三
年
に
続
く
戦
後
三
番
目
の
も

の
で
し
た
。下
川
原
ポ
ン
プ
場
は
許
容
能
力
の
二
倍

に
当
た
る
四
八
〇
ト
ン
も
の
水
が
流
入
し
、
制
御

装
置
が
働
き
非
常
停
止
し
ま
し
た
。都
市
の
近
代

化
な
ど
に
よ
り
、
地
盤
の
保
水
能
力
は
低
下
し
、

地
球
環
境
の
変
化
で
今
後
、
ま
た
ど
れ
だ
け
の
雨

が
降
る
の
か
も
予
想
し
が
た
い
状
態
で
す
。

　

そ
の
結
果
今
回
の
台
風
は
、
県
内
各
地
で
予
想

以
上
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
釜
石
で
は
鉄
砲
水
で

二
人
が
亡
く
な
る
悲
し
い
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
人
間
が
い
か
に
自
然
の
猛
威
と
戦
っ
て
い

く
の
か
、
台
風
六
号
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
爪
跡

を
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

ありがとう　善意の心
　大雨による被害が町内
各地で発生する中、炊き
出しをはじめとした自主的
なボランティア活動が各地
で行われました。
　また災害復旧のための
ご寄付もいただいています。
◆紫波町金融団（佐々木
政文幹事）から三万円
◆新日本婦人の会紫波支
部（及川ひとみ代表）から
二万円

台風６号被害状況（７月３１日 午後５時現在　取りまとめ分）
０人●死者・行方不明者・負傷者

１１:２０

避難
勧告１１日

７２人２８戸桜町上川原・下川原

●避難
　勧告

（７戸）　　９:１５
１１７人３２戸二日町田中前

（２５戸）　　１２:４０

１３:３０２９人８戸二日町下河原

１２:０５２１５人４７戸南日詰小路口・廿木

南日詰のみ２１:４５
解除

１１日
４３３人１１５戸計

他３地域４:３０１２日

合計赤沢佐比内彦部赤石志和水分古館日詰●
建
物
（「
損
壊
」
は
な

し
。長
岡
地
区
も
被
害

報
告
な
し
）

５３　１　１　１　３　０　１　２１　２５　床上浸水

９６　１　７　８　２５　８　２　２０　２５　床下浸水

１８　２　１　３　３　２　０　１　６　非住家浸水

１６７　４　９　１２　３１　１０　３　４２　５６　合　　計

４３,９３３千円被害額１７件●商業被害

２１７,２００千円被害額８７カ所●道路損壊

２２４,３００千円被害額６０カ所●河川損壊

１５,０００千円被害額５５０ha●農作物被害

３００千円被害額子ブタ１５頭死亡●畜産関係

４３８,０００千円被害額３４８カ所●農地、農業用施設被害

３５,４３９千円被害額２８路線●林道被害

１１０千円被害額校舎床下浸水、プールポンプ水没星山小学校●学校被害

２,５００千円被害額

総合体育館、自転車管理棟床上浸水●社会教
育・体育
施設被害

佐比内公民館床下浸水

野球場、陸上競技場、テニスコート冠水

１７,５７０千円被害額

１８０世帯断水（配水管３カ所の流失による）佐比内地区

●水道
施設被害

取水口損傷、管理用道路損壊船久保簡水

水管橋橋台損壊船久保地区

水管橋損壊大志田簡水

導水管土砂流入中平飲料水供給施設

２０４,５００千円被害額

下川原雨水ポンプ場浸水
●下水道
施設被害 彦部大巻地区農業集落排水処理施設浸水

長岡南地区農業集落排水処理施設浸水

１,２２５,３５２千円被害額●総計

12 日には消毒・後片付けなど
復旧作業開始
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平成１４年９月７日～平成１５年１月３１日

野村胡堂・あらえびす生誕１２０年
「野村胡堂～大衆文学に足跡を残す～」

　人 に々愛読され、時の首相吉田茂をも熱中させたベストセラー『銭形
平次捕物控』をはじめ『池田大助捕物帖』など捕物小説を世に送り出
した野村胡堂。「明るく楽しく、後味の良い捕物小説を提供する」ことを
心がけた作家胡堂が残した足跡を紹介。

９月７日　午後２時～

オープニング記念イベント
　第１部　対談「野村胡堂を語る」
　　作家　三好　徹　／　文芸春秋社前社長　安藤　満
　　　　生前、取材を通して対面した三好氏と、編集者として銭形平

次の仕事を通して対面したことのある安藤氏が野村胡堂の印
象を語る。

　第２部　ピアノコンサート
　　ピアノ：戸口　純
　　クラリネット：村井　祐児
　　音楽解説：戸口　幸策
　　〈曲目〉　モーツァルト　ソナタ・イ長調「トルコ行進曲」
　　　　　　ショパン　練習曲集から

木曾街道六拾九次内　守山

野
村
胡
堂

   　
　

生
誕
一
二
〇
周
年

　
　
　
　
　

記
念
イ
ベ
ン
ト

野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

８月３１日まで
「浮世絵版画コレクション展」
渓斎英泉・歌川広重　木曾街道六拾九次から

　　木曾街道六拾九次は、艶やかな美人画を得

意とする英泉と叙情的風景を描く広重という作風

の異なる二大作家による連作です。江戸庶民を

魅了し旅心をくすぐった浮世絵版画の数 を々お

楽しみください。

　　実際に旅をするとき使われた矢立やカッパなど

の荷物や地図なども展示。

●問合せ　野村胡堂・あらえびす記念館（彦部字暮坪１９３-１） �６７６-６８９６
　　　　入館料 ●大人 300 円、小・中・高生 150 円、以下無料／団体（20人以上）大人 250 円、小・中・高生 100 円
　　　　開館時間 ●午前 9時～午後４時 30分 ( 入館は４時まで )
　　　　休館日 ●月曜日 ( 祝日・振替休日の場合はその翌日 )、年末年始 (12 月 28 日～ 1月 4日 )
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288,843

14,104

51,241
19,750
25,268

33,038

285,872

13,133

67,982

19,879
33,400

36,253

272,601

11,861

88,251

19,264
43,758

39,151

251,887

10,404

111,113

18,141

56,189

41,467

盛岡市 

玉山村 

滝沢村 

雫石町 

矢巾町 

紫波町 

6市町村計 

432,244
456,519

474,886
489,201

　
合
併
を
考
え
る
と
き
に
、真
っ
先
に
あ
げ

ら
れ
る
の
が
人
口
で
す
。
盛
岡
市
は
、合
併

に
よ
り
、中
核
市
の
要
件
で
あ
る
人
口
三

十
万
人
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
、皆
さ
ん

も
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。 

　
で
は
、将
来
の
人
口
は
ど
の
よ
う
に
推
移

し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
県
が
示
す
合
併

モ
デ
ル
六
市
町
村
の
将
来
人
口
を
日
本
統

計
協
会
編
「
市
町
村
の
将
来
人
口
」（
平
成

十
四
年
三
月
）を
使
っ
て
比
較
し
て
み
ま
し

た
。 

　
紙
面
の
都
合
上
、西
暦
二
〇
一
〇
年
か
ら

二
〇
三
〇
年
ま
で
十
年
ご
と
の
推
計
値
で

見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
人
口
は
、矢
巾
町
、滝
沢
村
で
は
、二
〇

〇
〇
年
比
較
で
二
〇
三
〇
年
に
は
倍
増
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
紫
波
町
は
二
五

％
増
で
、雫
石
町
と
盛
岡
市
は
一
〇
％
前
後

減
少
、玉
山
村
は
二
六
％
減
少
す
る
予
測

と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
は
、三
団
体
が
増

加
傾
向
、三
団
体
が
減
少
傾
向
で
、六
市

町
村
で
は
わ
ず
か
に
増
加
す
る
見
通
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
人
口
減
少
は
、住
民
税
や
地
方
交
付
税

が
減
少
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、合
併

こ
そ
が
財
政
危
機
回
避
の
切
り
札
と
考
え

る
自
治
体
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、こ
の
よ
う

な
と
き
に
こ
そ
、個
々
の
自
治
体
の
抜
本
的

な
行
財
政
改
革
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。 

民
間
企
業
に
お
い
て
も
、業
績
の
良
く
な
い

と
こ
ろ
同
士
の
合
併
で
、
成
功
し
た
例
は

見
か
け
ま
せ
ん
。 

みんなで考えよう 

少子・高齢社会の自治体の役割とは？ 

気
に
な
る
人
口
の
推
移 

県が示した合併モデル6市町村の人口予測 

合併特集 
VOL.2
合併特集 
VOL.2
合併特集 
VOL.2
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（単位：％） 

（単位：％） 

●高齢社会（国連の基準による） 
人口に占める６５歳以上の人口（老年人口）
が１４％を超えた社会。高齢化社会というとき
は、人口に占める６５歳以上の人口が、７％を
超えた場合と定義されている。 
※日本が７％を超えたのは、１９７０年（昭和４５年）、
１４％を超えたのは、１９９４年（平成６年） 

進
む
少
子
化
・
高
齢
社
会 

　
年
少
人
口（
十
四
歳
以
下
）と
老
年
人

口（
六
十
五
歳
以
上
）の
人
口
に
対
す
る
割

合
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
は
じ
め
に
、年
少
人
口
で
す
が
、二
〇
〇

〇
年
に
お
い
て
、人
口
に
対
す
る
割
合
が
最

も
少
な
い
の
は
、雫
石
町
と
玉
山
村
で
、次

に
盛
岡
市
、紫
波
町
、滝
沢
村
、矢
巾
町
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。二
〇
三
〇
年
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
玉
山
村
が
最
も
少
な
く
、次

に
雫
石
町
、盛
岡
市
、紫
波
町
、滝
沢
村
、

矢
巾
町
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も

年
少
人
口
の
割
合
が
減
少
を
続
け
、少
子

化
が
ま
す
ま
す
進
む
予
測
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
老
年
人
口
に
注
目
し
ま
す
と
、二
〇
〇

〇
年
で
は
、滝
沢
村
以
外
は
、す
べ
て
高
齢

社
会（
老
年
人
口
一
四
％
以
上
）と
な
っ
て
い

ま
す
が
、二
〇
二
〇
年
に
は
、そ
の
滝
沢
村

も
高
齢
社
会
と
な
る
見
込
み
で
す
。二
〇

三
〇
年
に
は
、玉
山
村
が
二
・
五
人
に
一
人
、

盛
岡
市
は
三
・
五
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以

上
で
あ
り
、紫
波
町
は
四
人
に
一
人
が
六
十

五
歳
以
上
と
い
う
予
測
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
少
子
と
高
齢
の
二
点
に
着
目
し
て
見
ま

し
た
が
、ど
の
ま
ち
で
も
年
少
人
口
は
減

少
し
、老
年
人
口
は
増
加
の
一
途
で
あ
り
、

少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
る
と

い
う
予
測
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、少
子
高
齢
化
に
対
応
し

た
、社
会
の
あ
り
様
が
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
の

か
と
い
う
、広
域
的
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、行
政
手
法
だ
け
で
、で
き
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、求
め

る
成
果
を
住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
な
ど
と
分

担
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

用語解説 

老年人口割合の予測 

年少人口割合の予測 
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保育施設（厚生省が認可した公営および民営の保育所・保育園） 児
童
福
祉
と
高
齢
者
福
祉
の
現
状  

平成14年4月1日現在 

　項　　　　目 

施　　設　　数 

定　　員　　数 

入 所 待 機 者 数 

延長保育実施施設 

０歳児保育実施施設 

子育て支援センター 

３歳児の保育料月額 
（所得税８万円世帯） 
 

紫波町 

公５ 

３７５人 

　　０人 

   ２ 

   ２ 

   １ 

30,000円 

 

矢巾町 

公４　民２ 

６５０人 

　　０人 

   ６ 

   ６ 

   １ 

28,000円 

 

雫石町 

公５　民１ 

３３５人 

　　０人 

   ６ 

   ５ 

－ 

26,000円 

 

滝沢村 

民１１ 

８１２人 

　１２人 

１１ 

１１ 

   ２ 

30,000円 

 

玉山村 

民５ 

３１５人 

　　０人 

   ５ 

   ５ 

   １ 

27,000円 

 

盛岡市 

公18　民23 

３７２０人 

　　１０人 

４１ 

３０ 

   ３ 

30,600円 

 

介護保険施設（特別養護老人ホーム・通所介護施設） 平成14年4月1日現在 

　  項　　　　目 

特別養護老人ホーム 

　  （ベット数） 

通所介護施設数 

65歳以上の 
　介護保険料月額 
 

紫波町 

2 

（１０２） 

５ 

3,120円 

 

矢巾町 

１ 

（５２） 

３ 

3,200円 

 

雫石町 

１ 

（８０） 

３ 

2,558円 

 

滝沢村 

１ 

（８０） 

４ 

2,883円 

 

玉山村 

１ 

（５０） 

２ 

3,085円 

 

盛岡市 

７ 

（４６０） 

２５ 

3,031円 

 

　
少
子
高
齢
化

の
観
点
か
ら
、児

童
福
祉
で
は
「
保

育
施
設
」
、高
齢

者
福
祉
で
は
「
介

護
保
険
施
設
」

の
現
状
を
比
較

し
て
み
ま
し
た
。 

　
保
育
施
設
で
は
、

紫
波
町
と
他
の
自

治
体
を
比
べ
る
と
、運
営
形
態
に
差
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
紫
波
町
は
す
べ
て
公

営
で
す
が
、矢
巾
町
、雫
石
町
、盛
岡
市
は

公
と
民
が
混
在
し
て
お
り
、滝
沢
村
、玉
山

村
は
す
べ
て
民
営
で
す
。 

　
次
に
定
員
数
と
入
所
待
機
者
数
で
す
が
、

定
員
数
の
多
い
盛
岡
市
、滝
沢
村
で
入
所

待
機
者
が
あ
り
、保
育
施
設
の
需
要
が
多

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。一
方
、紫
波
町
は
定

員
数
が
少
な
め
で
す
が
、入
所
待
機
者
数

は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
お
り
、一
応
、需
要
は
満
た

さ
れ
て
い
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
紫
波

町
で
は
、水
分
、彦
部
、赤
沢
、長
岡
地
区
に

幼
児
型
の
児
童
館（
総
定
員
二
百
四
十
人
）

を
設
置
し
て
い
る
こ
と
、私
立
幼
稚
園（
総

定
員
四
百
三
十
人
）が
延
長
保
育
の
対
応

を
し
て
い
る
こ
と
も
、待
機
者
数
ゼ
ロ
の
理

由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、延
長
保
育
と
〇
歳
児
保
育
で
は
、

紫
波
町
は
中
央
部
の
二
施
設
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、他
の
町
村
で
は
、全
施
設
が
対

応
し
て
い
ま
す
。
需
要
に
応
じ
た
柔
軟
な

対
応
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
保
育
料
月
額
で
は
、最
高
の
盛
岡
市
と

最
低
の
雫
石
町
の
差
は
四
千
六
百
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
盛
岡
市
・
紫
波
町
・
滝
沢
村
は

高
い
方
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
は
、紫
波
町
・
矢
巾
町
・
盛
岡

市
は
単
独
で
、雫
石
町
・
滝
沢
村
は
認
定
審

査
会
を
共
同
で
、玉
山
村
は
盛
岡
北
部
広

域
事
務
組
合（
六
町
村
）に
加
入
し
て
介
護

保
険
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
い
ず
れ
も
制
度
に
基
づ
く
標
準
パ
タ
ー
ン

で
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
紫
波
町
は
六
団
体
の
中
で
は
高
い
方
で

す
が
、現
在
、ど
こ
の
ま
ち
で
も
第
二
期
介

護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
と
り
か
か
っ

て
お
り
、そ
の
中
で
「
介
護
保
険
料
」
の
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
以
上
、保
育
施
設
と
介
護
保
険
施
設
を

見
ま
し
た
が
、い
ず
れ
も
制
度
に
基
づ
く
サ

ー
ビ
ス
施
設
で
あ
り
、自
治
体
に
よ
っ
て
、サ

ー
ビ
ス
に
大
き

な
違
い
は
な
い
よ

う
で
す
。 

　
制
度
に
基
づ

く
行
政
サ
ー
ビ

ス
分
野
で
は
、と

り
わ
け
財
政
面

が
合
併
論
議
の

ポ
イ
ン
ト
と
な

り
そ
う
で
す
。 
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こ
の
た
び
、農
業
委
員
改
選
後
に
開
か
れ
た

第
一
回
総
会
に
お
き
ま
し
て
、前
々
回
、前
回

に
引
き
続
き
会
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

　
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

　
さ
て
、農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

農
産
物
価
格
の
低
迷
、輸
入
野
菜
等
の
急
増
、

B
S
E
の
発
生
な
ど
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
で
、食
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
、そ
の
基
盤
と
な
る
優
良
農
地
の
確
保
と

そ
の
有
効
利
用
及
び
担
い
手
の
確
保
・
育
成
な

ど
、新
た
な
課
題
の
克
服
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、農
業
者
の
代
表
と
し
て
、農
家
が
安

心
し
て
農
業
に
取
り
組
め
る
政
策
を
建
議
・

要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
紫
波
町
農
業
の
発
展
に
、二
十
六
人
の
農

業
委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
す
る
こ
と
を
お

誓
い
申
し
上
げ
、ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

地
域
農
業
の
発
展
に
尽
力 

 

　
　
　
　
　
　     

会
長
　
平
舘 

良
孝 

新農業委員 
の紹介 

新農業委員 
の紹介 

　　　　　　　　　　　 農業委員会の新体制 
　  　会長　　　　　　　平舘 良孝 　  会長職務代理　　　　　熊谷 　弘 

 　農政小委員長　　　　橋 　信  　 農政小委員長代理　　　須川 静雄 

 　農地調整小委員長　高橋 定一 　  農地調整小委員長代理　横沢 　眞　 
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大
弓
　
　（
赤
沢
字
元
沢
） 

一
回
　
農
地
調
整
小
委
員
会 

 

　
農
業
者
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、厳
し
い
農
業
情
勢
で
は

あ
り
ま
す
が
、努
力
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

浅
沼
克
男（
小
屋
敷
字
新
在
家
）

一
回
　
農
政
小
委
員
会 

 

　
地
域
農
業
の
発
展
の
為
、農
用
地

の
有
効
活
用
等
を
考
え
、農
業
経
営

の
確
立
を
目
指
し
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

阿
部
初
雄（
犬
吠
森
字
後
田
） 

一
回
　
農
地
調
整
小
委
員
会 

 

　
今
日
の
農
業
情
勢
は
、多
難
な
局

面
に
あ
り
、事
の
重
大
さ
を
痛
感
致

し
て
お
り
ま
す
。
農
業
者
や
地
域
の

声
を
受
け
と
め
、農
業
振
興
に
寄
与

す
る
努
力
を
致
し
ま
す
。 

鎌
田
征
郎（
北
日
詰
字
白
旗
） 

一
回
　
農
政
小
委
員
会 

 

　
地
域
農
業
振
興
並
び
に
意
欲
あ
る

担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
農
業
経
営

確
立
に
向
け
て
、農
業
者
・
地
域
の
声

を
基
に
優
良
農
地
な
ど
の
有
効
利
用

推
進
に
努
め
ま
す
。 

浦
田
輝
夫（
土
舘
字
松
森
） 

二
回
　
農
政
小
委
員
会 

 

　
農
地
制
度
の
見
直
し
で
、大
胆
な

方
針
が
出
さ
れ
た
今
、地
域
農
業
の

再
生
を
考
え
な
が
ら
経
営
面
や
生
産

面
な
ど
現
場
の
課
題
を
積
極
的
に
提

言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

藤
本
眞
吉（
平
沢
字
越
場
） 

二
回
　
農
地
調
整
小
委
員
会 

 

　
農
業
委
員
二
期
目
を
迎
え
、農
業

者
の
代
表
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
の

も
と
に
優
良
農
地
の
保
全
に
努
め
、

紫
波
町
農
業
者
の
た
め
に
活
動
し
て

参
り
ま
す
。 

鈴
木
芳
雄（
日
詰
字
西
裏
） 

二
回
　
農
地
調
整
小
委
員
会 

 

　
長
引
く
日
本
経
済
の
低
迷
に
よ
り
、

厳
し
い
農
業
環
境
で
あ
り
ま
す
が
紫

波
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
維

持
・
振
興
に
努
め
た
い
。 

渡
辺
勇
次
郎（
土
舘
字
内
川
） 

二
回
　
農
地
調
整
小
委
員
会 

 

　
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、地
域
の

担
い
手
対
策
、経
営
の
確
立
に
向
け

た
支
援
等
農
業
者
の
た
め
の
相
談
活

動
や
世
話
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

堀
切
安
治（
佐
比
内
字
正
分
沢
） 

三
回
　
農
政
小
委
員
会 

 

　
い
つ
も
農
作
業
と
時
間
に
追
わ
れ
、

日
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
も
野
菜
作
り

に
精
を
出
し
て
い
る
一
農
業
者
で
す
。

心
新
た
に
、三
期
目
も
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

熊
谷
　
弘（
片
寄
字
久
保
田
） 

三
回
　
会
長
職
務
代
理 

 

　
農
業
者
に
選
ば
れ
た
農
業
委
員
で

あ
る
こ
と
を
重
く
受
け
、地
域
農
業

の
活
性
化
等
時
代
の
要
請
に
応
え
、

政
策
提
言
し
実
践
活
動
を
通
し
率
先

行
動
す
る
委
員
と
し
て
努
力
し
た
い
。 

平
舘
良
孝（
山
屋
字
鍋
沢
） 

四
回
　
会
長 

 

　
担
い
手
不
足
、高
齢
化
等
、地
域
農

業
の
再
生
が
町
の
発
展
に
不
可
欠
で

す
。
国
是
で
あ
る
食
糧
自
給
率
の
向

上
を
目
指
し
、初
心
を
忘
れ
ず
微
力

な
が
ら
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。 

氏
名（
住
所
）　
当
選
回
数
　
所
属
小
委
員
会 
26
人
の
農
業
委
員
紹
介 
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須
川
静
雄（
南
伝
法
寺
字
両
沼
） 

三
回
　
農
政
小
委
員
会
・
小
委

員
長
代
理 

 

　
環
境
と
食
の
基
で
あ
る
農
村
を
守
り
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
為
、今
私
達
は
何
を
す
べ

き
か
、皆
様
方
の
お
知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら

真
摯
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

高
橋
定
一（
中
島
字
上
竹
林
） 

三
回
　
農
地
調
整
小
委
員
会
・

小
委
員
長 
 

　
水
と
空
気
と
緑
を
大
切
に
し
、美
し
い
地

球
環
境
の
保
護
を
。
人
類
に
安
全
で
新
鮮
な

食
糧
を
提
供
し
、食
卓
を
潤
す
農
業
を
。「
コ

メ
あ
ま
り
　
麦
も
余
っ
て
　
ど
こ
へ
行
く
」 

　
　
　
信（
南
日
詰
字
梅
田
） 

四
回
　
農
政
小
委
員
会
・
小
委

員
長 

 

　
安
全
な
食
糧
の
生
産
と
、快
適
な

農
村
の
環
境
整
備
の
た
め
に
、農
業

者
の
利
益
代
表
者
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。 

　
　
利
明（
南
日
詰
字
廿
木
） 

三
回
　
農
政
小
委
員
会 

 

　
安
全
な
食
糧
生
産
の
た
め
の
優
良

農
地
を
守
り
、地
域
農
業
振
興
の
為
、

農
協
推
薦
委
員
と
し
て
心
新
た
な
気

持
ち
で
頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

北
田
　
等（
江
柄
字
大
志
田
） 

三
回
　
農
政
小
委
員
会 

 

　
改
選
に
あ
た
り
岩
手
県
青
果
販
売

農
協
よ
り
推
薦
頂
き
ま
し
た
。
農
業

委
員
会
の
委
員
と
し
て
地
域
農
業
の

発
展
の
た
め
協
力
致
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

幅
野
善
次
郎（
平
沢
字
滝
名
川
） 

二
回
　
農
政
小
委
員
会 

 

　
農
業
委
員
に
な
っ
て
一
年
、認
定
農

業
者
の
方
々
の
農
業
に
取
り
組
む
意

欲
的
な
姿
勢
に
接
し
、強
く
心
を
打

た
れ
ま
す
。
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
努

力
を
し
て
参
り
ま
す
。 

阿
部
周
藏（
星
山
字
間
野
村
） 

三
回
　
農
政
小
委
員
会 

 

　
二
十
一
世
紀
初
代
の
農
業
委
員
と

し
て
恥
じ
な
い
よ
う
委
員
の
皆
様
と

一
致
協
力
し
て
農
業
委
員
と
し
て
の

使
命
を
果
た
し
、農
業
振
興
と
活
性

化
に
努
力
す
る
所
存
で
す
。 

　
　
公
一（
片
寄
字
堀
米
） 

五
回
　
農
地
調
整
小
委
員
会 

 

　
紫
波
町
の
農
業
…
作
る
人
と
食
べ

る
人
が
共
に
励
み
栄
え
て
味
の
あ
る

農
産
物
が
生
ま
れ
、全
国
に
発
信
す

る
農
業
が
で
き
る
こ
と
を
希
み
、農

業
委
員
と
し
て
応
援
し
た
い
。 

熊
谷
富
民
子（
片
寄
字
久
保
田
） 

三
回
　
農
政
小
委
員
会 

 

　
「
食
と
農
の
再
生
プ
ラ
ン
」
が
国

よ
り
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
・
生

産
者
の
立
場
か
ら
「
安
心
」・「
安
全
」・

「
信
頼
」
の
絆
を
築
い
て
い
く
こ
と
に

傾
注
し
て
参
り
ま
す
。 

杉
浦
　
力（
片
寄
字
百
目
木
） 

三
回
　
農
政
小
委
員
会 

 

　
農
地
法
を
鑑
み
、遊
休
農
地
の
解

消
と
農
地
の
有
効
利
用
に
取
り
組
み
、

農
政
・
農
業
の
振
興
発
展
に
信
念
を

持
っ
て
、不
撓
不
屈
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
で

努
力
し
ま
す
。 

西
田
　
守（
升
沢
字
田
屋
） 

三
回
　
農
地
調
整
小
委
員
会 

 

　
今
期
で
三
期
目
の
農
業
委
員
を
務

め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
基
に
、又
新
た
な
姿
勢
で
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

佐
々
木
時
夫（
犬
吠
森
字
間
木
沢
） 

三
回
　
農
地
調
整
小
委
員
会 

 

　
星
山
地
区
基
盤
整
備
計
画
廃
案
以
降
、

地
域
に
活
力
が
無
く
な
っ
た
様
に
思
え

る
。
農
業
後
継
者
も
少
な
く
な
っ
た
今
、

以
前
の
よ
う
な
思
い
や
り
の
あ
る
人
間

関
係
を
取
り
戻
す
た
め
頑
張
り
た
い
。 

八
重
嶋
　
隆（
大
巻
字
船
場
） 

三
回
　
農
地
調
整
小
委
員
会 

 

　
私
は
、担
い
手
の
育
成
と
農
家
生

活
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

佐
々
木
　
武（
佐
比
内
字
内
黒
森
） 

三
回
　
農
地
調
整
小
委
員
会 

 

　
全
て
の
農
産
物
が
自
由
経
済
の
中

に
入
り
ま
す
。コ
ス
ト
高
の
中
山
間
農

村
に
住
ん
で
、ど
ん
な
農
業
経
営
を
し
、

村
づ
く
り
が
出
来
る
か
い
つ
も
悩
ん

で
お
り
ま
す
。 

横
沢
　
眞（
栃
内
字
沢
田
） 

三
回
　
農
地
調
整
小
委
員
会
・

小
委
員
長
代
理 

 

　
農
家
の
声
を
行
政
に
反
映
し
た
い
。

三
十
数
年
続
い
た
米
の
減
反
政
策
を
は

じ
め
、食
料
品
の
国
際
化
等
々
、問
題

点
を
掘
り
起
こ
し
提
言
し
て
参
り
た
い
。 

●１３
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第
三
十
一
回
紫
波
夏
ま
つ
り
が
八
月
四
日
（
日
）
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
や
農
協
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か
ら
な
る
夏
ま

つ
り
実
行
委
員
会
が
、「
町
民
総
参
加
の
ま
つ
り
」を
実
現
す
る

た
め
、
今
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
、
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
楽
し
ま
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

装
い
も
新
た
に
開
催

第　

回
紫
波
夏
ま
つ
り

３１

　

こ
れ
ま
で
の
夏
ま
つ
り
は
、
そ
の

経
費
の
ほ
と
ん
ど
が
事
業
所
か
ら
の

協
賛
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
は「
ま
つ
り
を
み
ん
な

で
」の
考
え
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
予
想

を
上
回
る
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
主
催
者
側
の
負
担
金
を
加
え

た
予
算
が
花
火
や
盆
踊
り
参
加
費
、

各
種
機
材
の
レ
ン
タ
ル
料
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。

※
お
わ
び　

皆
さ
ん
に
お
配
り
し
た
協
賛

者
御
芳
名
一
覧
の
中
で
、
養
老
乃
瀧
紫
波

町
店
か
ら
い
た
だ
い
た
十
一
口
（
一
万
千

円
）
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。
お
わ
び
い
た
し

ま
す
。

　アトラクションでは一輪車演技や伝承芸能、吹奏楽
とも子どもたちが大活躍しました。岩手大学の学生
とジョイント演奏した紫波一中生も堂々としており、
夏の空に壮大な音楽が響き渡りました。

会議費、郵便料など 
事務費他9%

会場費11% 
照明、テント　 
借上料など　　 

宣伝費13% 
ポスター、 

チラシ印刷など 

行事費67% 
花火、アトラクション、 
盆踊り参加賞など　　　 

繰り越し 
約1,130,000円 

負担金 
約1,600,000円 

協賛金 
町内企業 

約3,850,000円 

協賛金町外企業 
約1,280,000円 

協賛金個人 
約210,000円 

収入 
夏まつり予算　総額 約800万円（8月2日現在） 

支出 

※繰越額について
は昨年度の全体的
な経費の見直しに
よるものです 
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　1万８０００人ほどの皆さんが楽しんだ今年の夏

まつり。しかし、問題もあります。

　その一つが準備・撤去などの簡素化です。事

業部やサービス部ほか五つの部会制度をとって

いる夏まつり実行委員会は、企画から後片づけま

で延べ二百人以上が作業にかかわっています。

今回は前日、当日の突然の雨というアクシデント

に見舞われながらの準備作業でした。こうした準

備により多くの人が参加してもらうことで、短時間

で効率的な運営が可能になります。

　もう一つは会場内に残されたごみです。袋の中

に空き缶と紙コップが混ぜて入れられていたり、ポ

イ捨て禁止のはずなのに、たばこの吸いがらなど

が至るところにあるといった状況で、この分別・収

集はたいへん時間がかかりました。

　こうしたモラル・環境問題を解決し、より多くの

皆さんで盛り上がれる夏まつりの実現にご協力を

お願いします。

　

今
年
の
盆
踊
り
は
、
そ
の
踊
り

方
や
衣
装
の
ア
レ
ン
ジ
、
ユ
ニ
ー

ク
さ
を
競
う
銭
形
音
頭
発
表
会
と
、

参
加
す
る
こ
と
に
そ
の
意
義
が
あ

る
盆
踊
り
大
会
の
二
部
門
に
分
け
、

審
査
の
待
ち
時
間
も
な
く
踊
る
人

も
観
る
人
も
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し

た
衣
装
を
ま
と
っ
た
二
十
二
グ

ル
ー
プ
七
百
人
ほ
ど
の
踊
り
手
が

練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
発
表
会
の
銭
形
賞
は
「
長

岡
の
童
＆
若
げ
人
達
（
わ
ら
す
ど

わ
げ
ひ
と
だ
づ
）」
の
皆
さ
ん
。
腰

の
鈴
と
手
に
持
っ
た
カ
ス
タ
ネ
ッ

ト
の
リ
ズ
ム
の
良
さ
が
評
価
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
最
年
少
出
場
は
二

歳
で
、
見
よ
う
見
ま
ね
の
振
り
付

け
も
か
わ
い
ら
し
い
銭
形
音
頭
で

し
た
。

　

出
場
者
の
盆
踊
り
の
練
習
会
は

七
月
中
に
四
回
行
い
、
連
日
七
十

人
を
超
す
人
が
汗
を
流
し
て
練
習

し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

る
の
は
夜
空
を
彩
る
花
火
、
誕

生
祝
い
な
ど
四
件
の
記
念
花
火

を
含
め
、
約
千
五
百
発
が
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
秋
田
か
ら

や
っ
て
き
た
花
火
師
さ
ん
は
昼

過
ぎ
雨
が
上
が
る
の
を
ま
っ
て

大
筒
に
尺
玉
を
、
連
発
花
火
は

握
り
拳
ほ
ど
の
火
薬
玉
を
順
序

よ
く
慎
重
に
こ
め
て
い
ま
し
た
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
紫
波
み
ら
い
研
究
所
が

主
催
し
た
「
夏
の
地
産
地
消
」。
東
京
西

麻
布
の
日
本
料
理
店
「
分
と
く
山
」
総

料
理
長
の
野
崎
洋
光
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
今
年
二
回
目
と
な
る
講
演
会
が
、

七
月
二
十
七
日
に
五
十
二
名
の
参
加
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

����
�����

�������

夏の         
地産地消

温泉卵順才かけ

牛茄子挟み

沢庵青唐飯蒸し

※地産地消とは？
　地元で採れた産物を地元で消費すること。新鮮・安全な
食材を使い、おいしいものを食べましょうという運動です。
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紫
波
み
ら
い
研
究
所
主
催
の
第

４
回
紫
波
町
環
境
探
検
隊
が
七
月

六
日
、
犬
吠
森
・
星
山
地
内
の
五

ツ
森
山
周
辺
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た

が
、
町
内
の
小
学
生
親
子
ら
二
十

一
組
の
ほ
か
、
五
十
六
人
の
参
加

者
は
、
山
屋
で
農
林
業
を
営
む
半

田
孝
壽
さ
ん
の
山
や
木
の
お
話
し

と
名
前
当
て
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
一
時
間
半
、
里
山
の
中
を

探
検
し
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
北
田
の
農
業
阿
部
裕

悦
さ
ん
宅
を
訪
ね
、
カ
ブ
ト
ム
シ

の
生
態
に
つ
い
て
お
話
し
を
聞
き
、

カ
ブ
ト
ム
シ
の
巣
を
観
察
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
探
検
の
疲
れ

も
忘
れ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
探
し
に
夢

中
で
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
夏
に
地
元
で
手
に
入
る
も
の
を
使
っ
た
家
庭

料
理
」。
風
味
を
増
し
、
食
欲
を
刺
激
す
る
た
め
の
薬
味
に
着
目
し
、

そ
の
薬
味
を
生
か
し
た
料
理
を
中
心
に
七
品
が
紹
介
さ
れ
、
参
加

者
か
ら
は
「
と
て
も
良
か
っ
た
」「
自
宅
で
再
現
で
き
そ
う
」「
友
人

に
も
紹
介
し
た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
使
わ
れ
た

材
料
も
ほ
と
ん
ど
が
産
直
な
ど
地
元
で
手
に
入
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
次
回
、
二
月
開
催
予
定
の
「
冬
の
地
産
地
消
」

で
最
後
に
な
り
ま
す
。
食
材
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
の
あ
る

方
、
料
理
の
詳
細
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
紫
波
み
ら
い
研
究
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先　
※

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

紫
波
み
ら
い
研
究
所
（
事
務
所　

旧

水
道
事
業
所
）
�
６
７
６
―

６
１
０
３

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は
？

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
、
一
般
に「
民
間
非
営
利
組

織
」
と
呼
ば
れ
、
政
府
・
自
治
体
や
私
企

業
と
は
独
立
し
た
存
在
と
し
て
、
市
民
・
民

間
の
支
援
の
も
と
で
社
会
的
な
公
益
活
動

を
行
う
組
織
・
団
体
を
い
い
ま
す
。
法
人

格
を
取
得
し
た
も
の
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
い

い
ま
す
。

夏
の
地
産
地
消

一
、
薬
味

今
回
の
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
め
ん
や
冷
や
奴
な
ど
何
で

も
使
え
る
青
ネ
ギ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
大
葉
な
ど
で
作
っ
た
薬
味

二
、
温
泉
卵
順
才
か
け

じ
ゅ
ん 
さ
い

温
泉
卵
の
上
手
な
作
り
方
と
薬
味
、
だ
し
の
紹
介

三
、
沢
庵
青
唐
飯
蒸
し

た
く
あ
ん
し
し
と
う
め
し
む

も
ち
米
と
た
く
あ
ん
、
シ
シ
ト
ウ
、
削
り
節
を
合
わ
せ
た
、

お
に
ぎ
り
風
お
し
の
ぎ

四
、
冷
や
し
ぬ
っ
ぺ
い
汁

豆
板
醤
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
冷
た
い
長
イ
モ
の
汁

五
、
牛
茄
子
挟
み

ぎ
ゅ
う 
な 

す 
ば
さ

ピ
リ
リ
ッ
と
し
た
た
れ
で
い
た
だ
く
焼
い
た
牛
肉
と
茄
子
の

造
り
代
わ
り

六
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
揚
げ
だ
し

産
直
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
と
カ
ボ
チ
ャ

を
揚
げ
て
だ
し
汁
、
薬
味
を
か
け
て
い
た
だ
く

七
、
煮
茄
子
そ
ば

な 

す

稲
藤
一
の
そ
ば
を
使
っ
た
ナ
ス
と
鶏
肉
が
具
の
冷
た
い
そ
ば

八
、
シ
ソ
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

白
ワ
イ
ン
と
シ
ソ
の
風
味
が
新
鮮
な
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
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まちの 
話　題 

　

第
三
回
紫
波
町
民
劇
場
「
東
根
太
郎

物
語
〜
陣
ケ
岡
と
経
塚
由
来
よ
り
」
が

七
月
二
十
、
二
十
一
日
の
両
日
、
中
央

公
民
館
で
上
演
さ
れ
、
約
八
百
人
の
観

客
に
感
動
を
あ
た
え
ま
し
た
。

　

舞
台
は
鎌
倉
時
代
の
紫
波
町
、
東
根

太
郎
は
山
人
の
束
ね
頭
と
し
て
、
静
か

に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
泉
を
攻

略
し
た
鎌
倉
軍
が
、
子
ど
も
に
弓
を
引

い
た
こ
と
で
太
郎
の
怒
り
は
頂
点
に
…
。

し
か
し
幼
な
じ
み
の
八
重
梅
の
命
を
か

け
た
「
憎
し
み
か
ら
は
憎
し
み
し
か
生

ま
れ
な
い
」
の
言
葉
に
、
太
郎
は
武
器

を
捨
て
心
を
鎮
め
る
笛
を
吹
い
た
の
で

し
た
。
そ
こ
に
は
真
の
勇
者
と
し
て
の

東
根
太
郎
が
画
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ス
ト
二
十
八
人
、
ス
タ
ッ
フ
三

十
八
人
が
夜
遅
く
ま
で
練
習
し
た
り
、

家
に
持
ち
帰
っ
て
衣
装
や
道
具
作
り
し

た
り
と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を

さ
さ
え
た
の
は
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち

で
す
。
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
い
つ
ま
で

も
続
い
た
大
き
な
拍
手
は
そ
の
努
力
の

証
で
し
た
。

「
東
根
太
郎
物
語
」
を
終
え
て

 　
　
　
　
　
　
　
　

紫
波
町
民
劇
場
実
行
委
員
会　

委
員
長　

鷹
觜
忠
一
さ
ん

　

昨
年
早
々
に
今
回
の
公
演
日
を
決
定
し
準
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

「
脚
本
の
制
作
」
の
大
事
さ
、
大
変
さ
が
改
め
て
思
い
直
さ
れ
ま
し
た
。

脚
本
制
作
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
生
内
邦
雄
さ
ん
（
水
分
）
の
努
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
「
時
代
劇
は
衣
装
が
決
め
手
」
と
い
う
思
い

に
よ
り
刀
や
着
物
の
提
供
に
も
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回

に
引
き
続
き
演
出
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
浅
沼
久
さ
ん
（
盛
岡
市
）

に
は
、
今
後
の
組
織
体
制
に
幅
を
持
た
せ
る
た
め
、
新
人
の
演
出
家
と
舞

台
監
督
の
指
導
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
キ
ャ
ス
ト
と
ス

タ
ッ
フ
の
う
ち
三
分
の
一
は
初
め
て
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。
回
を

重
ね
る
ご
と
に
多
く
の
人
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
と
て
も
う
れ

し
く
、
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
声
援
に
よ
り
充
実
し
た
活
動
を

続
け
て
い
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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寒
稽
古
の
成
果
！

上
位
進
出
者
が
続
出

7/14

　

第
五
十
四
回
県
民
体
育
大
会
空
手
道

競
技
に
お
い
て
、
町
空
手
道
協
会
が
男

女
総
合
一
位
、
個
人
形
で
高
橋
吉
貴
さ

ん
、
木
村
美
茂
さ
ん
が
一
位
、
ま
た
同

日
宮
古
市
で
行
わ
れ
た
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
空
手
道
大
会
で
は
小
学
校
低
学
年

の
部
で
佐
藤
慶
君
が
一
位
、
中
学
女
子

の
部
で
榮
田
有
紗
さ
ん
が
一
位
を
獲
得

し
た
ほ
か
入
賞
者
続
出
の
快
挙
を
な
し

と
げ
ま
し
た
。
指
導
に
あ
た
る
高
橋
吉

見
さ
ん
は
「
賞
状
の
多
さ
に
驚
い
て
い

ま
す
。
結
果
が
す
べ
て
で
は
な
い
が
日

ご
ろ
、
け
い
こ
に
真
摯
に
取
り
組
ん
だ

成
果
が
で
ま
し
た
。
た
だ
、
勝
ち
に
偶

然
が
あ
っ
て
も
、
負
け
に
は
必
ず
理
由

が
あ
る
も
の
で
す
。
今
回
結
果
を
出
せ

な
か
っ
た
人
も
先
輩
の
指
導
に
耳
を
傾

け
、
ま
た
稽
古
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
新
た
な
意
気
込
み
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
高
橋
吉
見
さ
ん
は
（
財
）

全
日
本
空
手
道
連
盟
公
認
全
国
組
手
審

判
員
Ａ
ラ
ン
ク
に
２
度
目
の
合
格
（
県

内
二
人
目
）
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

資
格
は
試
験
に
よ
り
更
新
さ
れ
る
の
で
、

自
己
研
磨
を
欠
か
さ
な
い
毎
日
を
過
ご

し
た
い
と
、
誓
い
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

長
生
き
で
き
る
よ
う
星
に
願
い
を

7/4

　

子
ど
も
た
ち
に
食
料
や
農
業
の
大

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
仙
台
食

料
事
務
所
盛
岡
事
務
所
が
長
岡
小
学

校
の
五
年
生
を
対
象
に
「
お
米
教
室
」

を
行
い
ま
し
た
。
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
と
タ
イ
米
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
の

水
分
を
量
っ
た
り
、
食
べ
比
べ
た
り
し

ま
し
た
。
ま
た
お
米
が
収
穫
さ
れ
る

ま
で
の
過
程
や
苦
労
を
知
っ
た
の
で
、

み
ん
な
ご
は
ん
を
残
さ
ず
食
べ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

水
分
児
童
館
の
子
ど
も
た
ち
３
５

人
と
百
寿
の
里
に
入
所
し
て
い
る
お

年
寄
り
の
七
夕
交
流
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
水
分
音
頭
や
大
ち
ゃ
ん
数
え

歌
、
雨
降
り
お
月
さ
ん
な
ど
の
歌
と
踊

り
を
衣
装
を
替
え
て
お
披
露
目
。
お

年
寄
り
た
ち
は
一
緒
に
口
ず
さ
ん
だ

り
し
な
が
ら
、
そ
の
愛
ら
し
さ
に
み
な

笑
顔
で
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
手
作
り
の
首
か
ざ
り

を
、
お
年
寄
り
一
人
ひ
と
り
に
掛
け
て

肩
た
た
き
を
し
、
ご
ほ
う
び
に
お
菓
子

を
も
ら
っ
て
に
っ
こ
り
。
ま
た
来
る

こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
種
類
に
ビ
ッ
ク
リ

長
岡
小
五
年
生
が
お
米
教
室
に
参
加

7/4
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将
棋
の
腕
前
は
な
か
な
か

福
山
啓
三
さ
ん
百
歳
の
誕
生
会

7/24

　

町
で
五
番
目
の
長
寿
者
福
山
啓
三
さ

ん
の
百
歳
の
誕
生
会
が
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
百
寿
の
里
で
賑
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
出
身
地
赤
沢
の
児
童
館

の
子
ど
も
た
ち
二
十
五
人
が
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
、
舟
久
保
さ
ん
さ
踊
り
や
お

誕
生
日
の
歌
、
手
作
り
の
壁
掛
け
な
ど

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
子
ど
も
た
ち
に
終
始

笑
顔
で
手
を
振
る
福
山
さ
ん
は
「
百
二

歳
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
」
と

数
え
の
年
齢
で
あ
い
さ
つ
す
る
、
と
て

も
愛
き
ょ
う
の
あ
る
人
で
す
。
将
棋
と

甘
い
お
菓
子
が
大
好
き
で
、
耳
は
遠
い

も
の
の
、
自
分
で
車
イ
ス
を
操
り
散
歩

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

精
神
障
害
者
の
心
の
支
え
と
し
て
貢
献

7/18

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環

と
し
て
茶
道
を
通
し
た
世
代
間
交
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
紫
波
高
校
の
茶

道
部
十
二
人
が
薄
茶
と
生
菓
子
を
百

五
十
人
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。
み
ん

な
の
前
で
江
戸
千
家
の
お
点
前
を
披

露
し
た
の
は
藤
原
友
子
さ
ん
と
巻
藤

ま
ゆ
か
さ
ん
。
紫
波
警
察
署
長
が
お

正
客
と
な
り
、
日
詰
小
学
校
の
六
年
生

と
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域
の
人
が
、
緊
張

し
な
が
ら
も
お
抹
茶
の
い
た
だ
き
方

な
ど
の
話
し
で
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
に
は
、
少
し
足
の
し
び
れ

が
辛
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
「
み
ん
な
で
ひ
ら
こ
う
！　

偏
見
の

と
び
ら
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
二
十

五
回
岩
手
県
精
神
障
害
者
家
族
大
会

が
水
沢
市
で
開
か
れ
、
さ
く
ら

製
作
所
指
導
員
の
菊
池
ウ
メ
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
菊
池

さ
ん
は
看
護
婦
時
代
か
ら
精
神

保
健
事
業
に
四
十
二
年
以
上
に

わ
た
り
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
仕
事
ぶ
り
か
ら
、
在
宅
精

神
障
害
者
に
親
し
ま
れ
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
尽
力
し
、

仕
事
以
外
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
作
業
所
の
バ
ザ
ー
作
品

心
鎮
め
る
一
服
に
感
謝
し
て

ふ
れ
あ
い
お
茶
会

7/1

まちの 
話　題 

製
作
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
な
ど
活
躍

し
て
い
ま
す
。

者
は
一
七
人
で
、
植
物
観
察
と
キ
ャ
ッ

プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
を
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
い
わ
て
代
表
の

中
村
福
子
さ
ん
か
ら
目
や
足
の
不
自

由
な
人
の
介
助
の
方
法
を
教
わ
り
、
実

際
車
イ
ス
を

使
っ
て
砂
利
道

や
階
段
を
歩
き

そ
の
大
変
さ
を

実
感
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か

ら
は
困
っ
て
い

る
人
が
い
た
ら

き
っ
と
声
を
か

け
て
あ
げ
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
探
検
隊
で

思
い
や
り
の
心
を
育
て
る

7/31

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
町
内
の
小
学

校
の
４
、
５
年
生
に
呼
び
か
け
、
ジ
ュ

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
探
検
隊
を
募
集
、

冬
ま
で
に
全
六
講
座
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
第
一
回
目
の
参
加
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e-Mail　isc.shiwa@iris.ocn.ne.jp
ホームページ　http://www9.ocn.ne.jp/ ̃it-shiwa/
※お詫び　紫波ネット８月号おしらせ版の紫波町ＩＴサポートセ
ンターの電話番号が間違っておりました。おわび申し上げます

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
パ
ソ
コ
ン
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
八
月
一
日
、
日
詰
商
店
街
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
開
所
式
で
は
所
長
を
務
め
る

檜
山
稔
さ
ん
は
じ
め
七
人
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
来
賓
と
し
て
訪
れ
た
県
立
大
学

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
情
報
学
部
教
授
の
船
生
豊
さ
ん

か
ら
は
町
が
先
進
的
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
る
こ
と
を
賞
賛
す
る
祝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
自
由
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

き
る
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
、
夏
休
み
中
と

あ
っ
て
学
生
を
は
じ
め
、
開
所
式
直
後
か
ら

さ
っ
そ
く
訪
れ
る
人
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
の
あ

る
人
は
気
軽
に
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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紫波町 IT サポートセンターのホームペー
ジ。利用案内やアンケートなどのページ
があります。
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対象（定員）日　　程場所（時間）教　室　名

一般成人（２０人）８ /２７～１０/２９、毎週火曜１０回運動公園テニスコート（１０:００～１２:００）ソ フ ト テ ニ ス 教 室

一般男女（５０人）８ /２８～１０/３０、毎週水曜１０回運動公園テニスコート（１９:００～２１:００）ナイターテニス教室

１６才以上の男女（５０人）９ /３～１１/５、毎週火曜１０回総合体育館（１９:００～２１:００）エ ア ロ ビ ク ス 教 室

一般成人（２０人）９ /１０～１０/１１、毎週火・金曜１０回会場未定（１９:００～２１:００）ゴ ル フ 教 室

１６才以上の男女（３０人）９ /５～１１/７、毎週木曜１０回ラ・フランス温泉館（１９:００～２１:００）水 中 運 動 教 室

小学４年生以上（３０人）９ /１４～１０/１２、毎週土曜５回総合体育館（１９:００～２１:００）ニュースポーツ教室

小学４年生以下（４０人）１０/５～１２/１４、毎週土曜１０回サン・ビレッジ紫波（１４:００～１６:００）ちびっこサッカー教室

　町では、BSEに関する知識を深め
ていただくため「も～っと知ろう牛
肉消費者ツアー」を開催します。こ
のツアーは、町内の畜産農家や（株）
いわちく、食肉衛生検査所を見学す
るほか、昼食はフルーツパークで黒
毛和牛の炭火焼肉を予定しています。
ぜひご参加ください。
���　９月１０日（火）、午前９時
～午後２時
�����　ＪＡいわて中央本所　
駐車場
����　１,５００円（先着２５人まで）
�������　農林課農林振興室
�６７２-２１１１　内線３３５　有線０１-８８２２

　ガーデニングやカジュアルフラ
ワーにもっと親しんでもらうため、
花の国づくり岩手県協議会では「い
わて花メッセ２００２」を開催します。
ガーデニングから花の各種利用法ま
でさまざまなブースがありますので、
皆さんでお出かけください。
���　８月２４日（土）・午前１１時
～午後４時、８月２５日（日）・午前
１０時～午後３時
���　プラザおでって（盛岡市）
����　無料（ただし催し物の材
料費などは有料）
�������　花の国づくり岩手
県協議会（県流通課内）�６２９-５７３１

　「図書館を考える会」では、町の図
書館のあり方を考えるため、「これか
らの図書館」と題した講演会を開催し
ます。講師は県立図書館長の相原康
二さんです。無料ですので、お誘い合
わせのうえ、お出かけください。
���　８月３１日（土）、午後１時３０
分～３時
���　中央公民館
����　「図書館を考える会」事務
局（日詰公民館内）�６７２-３３７２　内
線 40

�������
�������

平成
14

年度
中期

������
��������

花づ
くし

の一
日を �����

������

楽し
く

おい
しく

学ぼ
う

　各教室は初心者・初級者が対象で、
基本を中心に指導します。各教室とも
定員になり次第、締め切ります。
※開講２日前までに、５人以上の申
し込みがない教室は開講しません。

※参加料にはスポーツ安全保険料が
含まれています。
��������	
８月２１日（水）
から総合体育館窓口で受付。問合せ
は�６７６-２６５０　有線０１-３１６３

�������
��������

みん
なで

考え
よう

　「元気はつらつ紫波計画」実践行
動として不慮の事故防止のため講
習会を開催します。
　内容は止血の方法、具合が悪いと

きの体位、心停止のときの応急処置
です。日々の生活の中で、役に立ち
ますので、ぜひご参加を。
���　９月９日（月）、午後１時３０分
���　保健センター
���　一般　先着３０人
�������　８月３０日までに保
健センター�６７２-４５２２  有線０１-８９１１

������
�������

不慮
の

事故
防止

　盛岡赤十字病院では、次の日程で
救急患者への応急手当と救急蘇生法
の講演会、講習会（無料）を開催します。
���　９月９日（月）～１２日（木）、
午前１１時～正午
���　盛岡赤十字病院１階ホール
����　盛岡赤十字病院医療社会
事業部�６３７-３１１１　内線３８０

���������
���������

いざ
とい

うと
きの

ため
に

８月２１日受付開始
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国際ワークキャンプ日程表

内　　容月　　日

　　ワーク・赤沢小学校（８:４０～１５:３０）（火）　　９/３

　　ワーク●農 ・紫波フルーツパーク（９:００～１６:００）（水）　　９/４

　　ワーク●農 ・紫波フルーツパーク（９:００～１２:００）（木）　　９/５

　　ワーク・赤沢小学校（８:４０～１５:３０）（金）　　９/６

　　ワーク・佐比内小学校（８:４０～１５:３０）（月）　　９/９

　　ワーク・星山小学校（８:４０～１５:３０）
　　ディスカッション・勤労青少年ホーム（１９:００～）（火）　　９/１０

　　ワーク●農 ・紫波フルーツパーク（９:００～１６:００）（水）　　９/１１

　　ワーク・赤沢小学校（８:４０～１５:３０）（木）　　９/１２

　　さよならパーティ・中央公民館（１８:３０～）（金）　　９/１３

　世界の若者と交流できる「国際
ワークキャンプ・紫波２００２」が９月
１日（日）～１４日（土）まで行われ
ます。これは国際ボランティア事業
で、いっしょに生活しながら国際理
解や地域交流、農作業体験に取り組
むもので、今回チェコ、韓国、スペイ
ン、フランス、イギリスから８人ほどが
来町し、左の日程でさまざまな活動
を行います。皆さんも最寄りの会場
にご参加ください。
����　国際ワークキャンプ実行
委員会�６７２-２１１１　内線３１１　有線
０１-８９３２

�����
������

ご参
加

くだ
さい

　平成１４年度交通災害共済の金融
機関での申込期日締め切り日が迫っ
てきました。いざというときのため、
皆さん忘れずにご加入ください。
��������	


　●共済掛金＝ 1人４００円
　●対象事故＝交通人身事故（自転

車事故含む）
　●共済期間＝８月１日から翌年７
月３１日までの１年間

　●加入資格＝町内に住民登録また
は外国人登録をしている人

　●加入手続＝銀行、農協（郵便局、
漁協を除く）から直接加入（申
込用紙は上記金融機関に準備し
てあります）
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８月３１日（土）まで
����　総務課消防安全対策室
�６７２-２１１１　内線３１５、３１６
有線０１-８９３２

　盛岡地区広域行政事務組合では、
平成１５年度に採用する消防職員の
採用試験を、次のとおり行います。
���　高卒（平成１５年３月卒業見
込みを含む）＝昭和５４年４月２日か
ら昭和６０年４月１日までに生まれ
た男性／大学または短大卒業（平成
１５年３月卒業見込みを含む）＝昭和
５２年４月２日以後に生まれた男性
※身長、体重などの標準体位につい
ても規定があります。
����　１０月６日（日）、午前１０時～
���　盛岡市総合福祉センター
（盛岡市若園町２-２）、盛岡中央消
防署（盛岡市内丸８-５）
※合格者は２次試験あり
�����　盛岡地区広域行政事務
組合か紫波消防署にある申込用紙に
記入し申込　※８月２６日（月）～９
月２０日（金）まで受付
�������　盛岡地区広域行政
事務組合事務局�６５１-２５５３

　県では、障害者に対する理解と、
すべての人が共に生きる地域社会づ
くりの促進のために、心のふれあい
をテーマにした「心の輪を広げる体
験作文」と「障害者の日のポスター」
を募集しています。
���　９月２日（月）
�������　県障害保健福祉課
�６２９-５４４７
��������	
��
�　「出
会い、ふれあい、心の輪～学校、職
場、地域であなたの体験を広げよう
～」をテーマに小学生部門・中学生
部門は原稿用紙２～４枚、高校生部
門・一般部門は同４～６枚
���������	
��　小学生
部門・中学生部門（高校生、一般部
門はありません）とも、原則画用紙B
３版（３６４mm×５１５mm）か四つ切り
（３８２mm×５４２mm）の用紙を縦長に
使用。色彩や画材は自由　※作品が
指定のサイズに満たない場合は、前
記いずれかの用紙に貼り付け応募
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職員

採用
試験�������
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自慢
の

作品
を

応募
！

※表内の「ワーク●農 」は農作業のことです。
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加入
手続

き、
もう

お済
み？
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産直センターあかさわ
隣接する工房でしぼった熟成の味
リンゴ＆ブドウジュース
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このジュースを使ったフローズンサーバー（半凍結状態のジュース）も産直センター
あかさわの人気商品。多いときには１００杯以上も売れるとか。
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「おかあさんから、おやつ

に買ってもらった大好きな
せんべいをかきました」と
利彦くん。バックはてるて
る坊主の頭に絵の具をつけ
てぬりました。

【作品名】
弟と
　はみがきしたよ

【作品名】ぼくおおきな
おせんべいたべたよ

阿部 剛  士 くん（３年）
たけ し

「歯ブラシを持つ手を
描くのがむずかしかっ
た」と剛士くん。弟も
いつもきちんと歯みが
きしているので、虫歯
はありません。

佐々木 利  彦 くん（１年）
とし ひこ


